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1BT4	 シスメックス㈱
11 月 30 日（水）11：55 ～ 12：45 ／ 第 4 会場（パシフィコ横浜 会議センター 3F 302）

組換えタンパク質の医療への応用

産学医連携による簡易子宮頸がんワクチン反応測定キットの開発
芝﨑 太（（公財）東京都医学総合研究所・ゲノム医科学研究分野・分子医療プロジェクト/

東京バイオマーカー・イノベーション技術研究組合）

カイコを用いたタンパク質受託生産 ProCube® サービスのご紹介
高橋 亮（シスメックス（株） R&I事業本部）

1BT5	 五稜化薬㈱
11 月 30 日（水）11：55 ～ 12：45 ／ 第 5 会場（パシフィコ横浜 会議センター 3F 303）

司会：丸山 健一（五稜化薬株式会社）

オリジナルケミカルプローブの開発による最新蛍光ライブイメージング
浦野 泰照（東京大学大学院薬学系研究科/東京大学大学院医学系研究科）

1BT6	 ライカ	マイクロシステムズ㈱
11 月 30 日（水）11：55 ～ 12：45 ／ 第 6 会場（パシフィコ横浜 会議センター 3F 304）

FRAP/FCS を用いた分子動態解析に基づく神経変性疾患原因研究の最前線

司会：森下 達治（ライカマイクロシステムズ株式会社）

ライカマイクロシステムズ新製品のご案内
伊集院 敏（ライカマイクロシステムズ株式会社）

FRAP/FCS を用いた分子動態解析に基づく神経変性疾患原因研究の最前線
北村 朗（北海道大学 先端生命科学研究院）

1BT9	 ㈱ベックス
11 月 30 日（水）11：55 ～ 12：45 ／ 第 9 会場（パシフィコ横浜 会議センター 3F 315）

もっと簡便！超迅速！最新ゲノム編集動物作製法

司会：森泉 康裕（株式会社ベックス）

受精卵エレクトロポレーション法によるゲノム編集マウス作製法
竹本 龍也（徳島大学先端酵素学研究センター）

Cas9 発現マウス樹立と、その母性 Cas9 活用による多遺伝子同時編集マウス作製の試み
桜井 敬之（信州大学大学院医学系研究科）

1BT16	 フナコシ㈱
11 月 30 日（水）11：55 ～ 12：45 ／ 第 16 会場（パシフィコ横浜 会議センター 5F 501）

CRISPR/Cas9 と長鎖一本鎖 DNA による超簡単ノックイン法

真下 知士（大阪大学大学院医学系研究科附属動物実験施設）
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1BT17	 公益財団法人	ノバルティス科学振興財団/ノバルティス	ファーマ㈱
11 月 30 日（水）11：55 ～ 12：45 ／ 第 17 会場（パシフィコ横浜 会議センター 5F 502）

肝臓の人為的再構成に向けた開発戦略

座長：金子 章道（公益財団法人 ノバルティス科学振興財団 / 畿央大学大学院 健康科学研究科 / 慶應義塾大学）

Discovering Novel Therapeutics for Liver Diseases
Tewis Bouwmeester（Novartis Institutes for Biomedical Research (NIBR), Basel, Switzerland）

iPS 細胞を用いたヒト肝臓創出技術の開発
谷口 英樹（横浜市立大学大学院医学研究科 臓器再生医学/先端医科学研究センター 研究開発部）

1BT18	 タカラバイオ㈱
11 月 30 日（水）11：55 ～ 12：45 ／ 第 18 会場（パシフィコ横浜 会議センター 5F 503）

ICELL8TM Single-Cell System を用いたシングルセル解析と TCR レパトア解析の組み合わせ

座長：北川 正成（タカラバイオ株式会社）

ICELL8TM Single-Cell System を用いたシングルセル解析と TCR レパトア解析の組み合わせ
辻本 善政（タカラバイオ株式会社）

2BT4	 米国研究製薬工業協会（PhRMA）
12 月 1 日（木）11：55 ～ 12：45 ／ 第 4 会場（パシフィコ横浜 会議センター 3F 302）

第 4 回ヤング・サイエンティスト・シンポジウム

座長：井上 治久（京都大学 iPS 細胞研究所）

あなたの研究が世界を変える／基礎と臨床の架け橋　トランスレーショナルリサーチの未来
勝野 雅央（名古屋大学大学院医学系研究科 神経内科）

2BT5	 コスモ・バイオ㈱
12 月 1 日（木）11：55 ～ 12：45 ／ 第 5 会場（パシフィコ横浜 会議センター 3F 303）

エクソソーム研究がもたらす細胞間情報伝達機構の解明

司会：栃木 淳子（コスモ・バイオ㈱）
落谷 孝広（国立がん研究センター研究所）

2BT9	 カールツァイスマイクロスコピー㈱
12 月 1 日（木）11：55 ～ 12：45 ／ 第 9 会場（パシフィコ横浜 会議センター 3F 315）

共焦点顕微鏡の光学系を応用した超解像顕微鏡法の原理と応用

座長：細谷 一義（カールツァイスマイクロスコピー㈱）

共焦点顕微鏡の光学系を応用した超解像顕微鏡法の原理と応用
岡田 康志（東京大学大学院理学系研究科 物理学専攻/

理化学研究所 生命システム研究センター 細胞極性統御研究チーム）

ピンホールの限界を超えた次世代コンフォーカル 
佐藤 朗（カールツァイスマイクロスコピー株式会社）
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2BT16	 プロメガ㈱
12 月 1 日（木）11：55 ～ 12：45 ／ 第 16 会場（パシフィコ横浜 会議センター 5F 501）

発光アッセイテクノロジーによる細胞内代謝産物の高感度測定および新規 PCA テクノロジー

司会：工藤 勤（プロメガ株式会社）

細胞内エネルギー代謝の高感度モニタリングを可能にする新しいアプローチ
Jolanta Vidugiriene（Sr Research Scientist, Promega Corporation）

新規 タンパク質断片相補アッセイ HiBiTTM テクノロジー
工藤 勤（プロメガ株式会社）

2BT17	 アジレント・テクノロジー㈱
12 月 1 日（木）11：55 ～ 12：45 ／ 第 17 会場（パシフィコ横浜 会議センター 5F 502）

ターゲット濃縮手法の新展開：ロングリードとシングルセル解析

ターゲット濃縮手法の新展開：ロングリードとシングルセル解析
鈴木 穣（東京大学）

最新ゲノミクス研究ツール～ NGS ソリューションからゲノム編集まで
吉崎 史子（アジレント・テクノロジー株式会社）

2BT18	 バイオ・ラッド	ラボラトリーズ㈱
12 月 1 日（木）11：55 ～ 12：45 ／ 第 18 会場（パシフィコ横浜 会議センター 5F 503）

ドロップレッドデジタル PCR によるゲノム編集最新アプローチ

司会：副島 正年（バイオ・ラッド ラボラトリーズ株式会社）

ゲノム編集結果の ddPCR による検出
宮岡 佑一郎（公益財団法人 東京都医学総合研究所 再生医療プロジェクト）

ドロップレットデジタル PCR の概要・アプリケーション紹介
副島 正年（バイオ・ラッド ラボラトリーズ株式会社）

3BT3	 シグマ	アルドリッチ	ジャパン（同）
12 月 2 日（金）11：55 ～ 12：45 ／ 第 3 会場（パシフィコ横浜 会議センター 3F 301）

THE SCREENING ADVANTAGE －シグマ アルドリッチの網羅的遺伝子機能解析ツール－
杉本 義久（シグマ アルドリッチ ジャパン合同会社）

3BT4	 イルミナ㈱
12 月 2 日（金）11：55 ～ 12：45 ／ 第 4 会場（パシフィコ横浜 会議センター 3F 302）

ショートリード次世代シーケンサーの新展開

司会：熊井 広哉（イルミナ株式会社 マーケティング本部）

長鎖 DNA 解読："synthetic", "physical" long read 技術の動向
鈴木 穣（東京大学 新領域創成科学研究所 メディカルゲノム情報生命専攻）

戦略的コラボレーションから生まれる次世代ソリューション
藤原 鈴子（イルミナ株式会社 プロダクトマーケティング部）
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3BT5	 ㈱エル・エム・エス
12 月 2 日（金）11：55 ～ 12：45 ／ 第 5 会場（パシフィコ横浜 会議センター 3F 303）

Tube-strip technology: Introducing a new generation of digital PCR

司会：富永 純哉（株式会社エル・エム・エス）
Guo Jing （JNMedsys Field Application Scientist）

3BT17	 和光純薬工業㈱
12 月 2 日（金）11：55 ～ 12：45 ／ 第 17 会場（パシフィコ横浜 会議センター 5F 502）

エクソソーム研究最前線

司会：馬場 啓之（和光純薬工業株式会社）

EBV 関連リンパ腫における分泌性小分子 RNA の役割
幸谷 愛（東海大学総合医学研究所）

Wako とともに切り拓くエクソソーム研究　
～ PS アフィニティー法を応用したエクソソーム研究ツール～

今若 直子（和光純薬工業株式会社 試薬化成品事業部 開発第一本部 ライフサイエンス研究所）

3BT18	 オリンパス㈱
12 月 2 日（金）11：55 ～ 12：45 ／ 第 18 会場（パシフィコ横浜 会議センター 5F 503）

共焦点顕微鏡による血管新生の形態学的解析
久保田 義顕（慶應義塾大学医学部 坂口光洋記念 機能形態学講座）



バイオテクノロジーセミナー

392 第 39 回日本分子生物学会年会

	 1BT4	 シスメックス㈱
11 月 30 日（水）11：55 ～ 12：45 ／ 第 4 会場（パシフィコ横浜 会議センター 3F 302）
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	 1BT5	 五稜化薬㈱
11 月 30 日（水）11：55 ～ 12：45 ／ 第 5 会場（パシフィコ横浜 会議センター 3F 303）



ライカマイクロシステムズ株式会社 バイオテクノロジーセミナー

=Bio Technology Seminar by Leica Microsystems K.K.=

1BT06 November 30 (Wed) 11:55-12:45,

会場：第 6会場 （パシフィコ横浜 会議棟 3F 304）

セミナータイトル:「FRAP/FCS を用いた分子動態解析を用いた神経変性疾患原因研究の最前線」

講演者: 北村 朗 先生

北海道大学 先端生命科学研究院

生命機能科学研究部門 細胞機能科学分野

講演者： 伊集院 敏

ライカマイクロシステムズ株式会社

ライフサイエンス事業本部

要旨

Fluorescence recovery after photobleaching (FRAP)や蛍光相関分光法 (Fluorescence correlation 

spectroscopy; FCS)は，蛍光分子の平均的動態を解析するのに適した計測手法です．中でも分子細胞

生物学分野においては，生細胞内分子運動の解析のみならず，分子間相互作用の解析にも使われ

ており，重要な研究ツールです．我々は筋萎縮性側索硬化症 (ALS)などの神経変性疾患の原因究

明に向け，これらの手法を含め，単一分子レベルの解析手法を用いて研究を行っています．本講

演ではこれらの手法を用いて解析した最新の研究成果について紹介したいと思います．

バイオテクノロジーセミナー
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	 1BT6	 ライカ	マイクロシステムズ㈱
11 月 30 日（水）11：55 ～ 12：45 ／ 第 6 会場（パシフィコ横浜 会議センター 3F 304）



日時：11 月 30 日 水曜日 11：55～12：45

会場：第 9 会場（パシフィコ横浜会議棟 3F 315）

ゲノム編集技術、特に CRIPSR/Cas9 システムが開発されたことにより、多種多様なモデル・非モ
デル動物での遺伝子改変が格段に容易となった。以前は ES 細胞での相同組換えによって作製さ
れていた遺伝子改変マウスも、現在では CRISPR/Cas9 システムを受精卵に導入することで作製さ
れるようになってきた。しかしながら、マウス受精卵への CRISPR/Cas9 システムの導入は、主として

マイクロインジェクション法（顕微注入法）によって行われている。マイクロインジェクション法は高
度な技術が必要であることから、実施できる研究者・研究機関は限られている。また、たとえ熟練
した技術を有していても、インジェクション操作には多くの時間を必要とするため、ハイスループット
に遺伝子改変マウスを作製することはできない。
私たちは、エレクトロポレーション法により CRISPR/Cas9 システムをマウス受精卵に導入すること

で、簡便かつ効率的に遺伝子改変マウス作成を行う手法を確立した。エレクトロポレーション法は、
高度な技術を必要とせず、簡単な操作で受精卵への遺伝子導入が可能である。また、一度に多く
の受精卵（40-50個）への導入が可能であることから、ハイスループットに遺伝子改変マウスの作

製を行うことができる。本セミナーでは、エレクトロポレーション法によるゲノム編集マウス作製法
について詳しく紹介したい。

良い遺伝子改変動物の存在は疾患研究の成否を左右する。多くの疾患は多因子性の要因から
発症することから、我々は多遺伝子改変疾患モデル動物の開発を望んでいたが困難であった。

CRIPSR/Cas9 システムによるゲノム編集技術の出現により、この課題に挑戦する芽が生じた。つ
まり遺伝子改変マウス作製は従来の ES 細胞介在の時間と労力の掛かる方法から一変して、Cas9
および gRNAs（ノックインを望む場合、DNA断片も追加）を受精卵に導入するだけで短期かつ高率

に作製できるようになった。さらに同システムは複数箇所の同時編集能の特性を持つ。しかしなが
ら、CRIPSR/Cas9 システムで同時遺伝子改変能はどの程度なのか不明であり、かつ同システムの
受精卵へ導入法は、導入容量に上限があると想定された。
我々は全身に Cas9 を発現するマウス（sCAT；systemic Cas9 expressed Tg mice）を樹立し、その受

精卵に一過的に蓄積している母性 Cas9 を活用（外来性 Cas9 は不要）することで、同時遺伝子改

変能の検討と、多因子性疾患マウス作製の有効性を探っている。本セミナーでは、ゲノム編集用
系統 sCAT 系統の特徴と、現在までに明らかとした母性 Cas9 によるゲノム編集能の特性を紹介す
る。併せて、sCAT 自身の医学研究や生物学研究試料としての有用性も紹介したい。

受精卵エレクトロポレーション法によるゲノム編集マウス作製法演題 1

Cas9 発現マウス樹立と、その母性 Cas9活用による多遺伝子同時
編集マウス作製の試み

演題 2

株式会社ベックス http://www.bexnet.co.jp

演題 1

演題 2

竹本 龍也先生 徳島大学先端酵素学研究センター 初期発生研究分野

桜井 敬之先生 信州大学大学院医学系研究科循環病態学教室

もっと簡便！簡便！超迅速！

演題 1 竹本 龍也先生 徳島大学先端酵素学研究センター 初期発生研究分野

もっと簡便！簡便！超迅速！超迅速！

最新ゲノム編集動物作製法
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	 1BT9	 ㈱ベックス
11 月 30 日（水）11：55 ～ 12：45 ／ 第 9 会場（パシフィコ横浜 会議センター 3F 315）
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CRISPR/Cas9 と長鎖一本鎖 DNA による 

超簡単ノックイン法 
 

プログラム No.：1BT16 

日時：11 月 30 日（水）11:55～12:45 

会場：第 16 会場（パシフィコ横浜 会議棟 5F 501） 

 演者：真下 知士 先生（大阪大学大学院医学系研究科附属動物実験施設／ 

大阪大学大学院医学系研究科共同研附属ゲノム編集センター） 

（株）バイオダイナミクス研究所が開発した，長い一本鎖の DNA （long ssDNA）を作製する方法により，

簡単に GFP や大きな遺伝子を効率的にノックインすることができるようになりました。今回は実例を交え，

大阪大学大学院医学系研究科附属動物実験施設の真下先生にご紹介していただきます。

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

1. 目的の DNA 断片を添付のプラスミドの MCS の 2 つの Nicking 酵素サイトの間，あるいは Nicking 酵素サイトと制限酵素サイトの間に      

クローニングします。 

2. そのプラスミドを，クローニングに用いたサイトで，対応する Nicking 酵素や制限酵素を用いて消化します。 

3. 消化したプラスミドは，Denaturing Gel-loading Buffer で変性させた後，通常のアガロースゲル電気泳動を行います。 

4. 先頭のバンドを切り出し抽出，精製するだけで目的の ssDNA が得られます。 

要旨:
次世代ゲノム編集 CRISPR/Cas9 により，さまざまな哺乳動物での遺伝子改変が可能になった。CRISPR/Cas9

を受精卵に直接入れることで，非相同末端結合 NHEJ により遺伝子をノックアウト，あるいは，相同組換え

HDR により遺伝子をノックインすることができる。受精卵にマイクロインジェクションする代わりに，エレ

クトロポレーション法により，より簡便なゲノム編集動物の作製が可能である（Kaneko Sci Rep 2014）。しか

しながら，哺乳動物の受精卵では NHEJ に比べて HDR の効率が低いため，GFP や大きな DNA サイズのプラ

スミドのノックイン効率は低い。我々は，長鎖一本鎖 DNA（long single-stranded DNA: lssDNA）を用いるこ

とで，GFP や flox などの大きなサイズの DNA フラグメントをより簡単，より効率的にノックインすること

に成功した（Yoshimi Nat Commun 2016）。本セミナーでは，我々がこれまでに開発してきた最先端のゲノム

編集技術，哺乳動物におけるゲノム編集のコツ，さらに，ゲノム編集により作製した最先端のヒト化動物に

ついて紹介する。

フナコシ株式会社 ■試薬に関して ■受託に関して ■機器に関して

〒113-0033
東京都文京区本郷2丁目9番7号

Tel. 03-5684-1620 Fax 03-5684-1775

e-mail : reagent@funakoshi.co.jp
Tel. 03-5684-1645 Fax 03-5684-6539

e-mail : jutaku@funakoshi.co.jp
Tel. 03-5684-1619 Fax 03-5684-5643

e-mail : kiki@funakoshi.co.jp

（株）バイオダイナミクス研究所 の Long ssDNA Preparation Kit を使用した一本鎖 DNA (ssDNA) の調製法 
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	 1BT16	 フナコシ㈱
11 月 30 日（水）11：55 ～ 12：45 ／ 第 16 会場（パシフィコ横浜 会議センター 5F 501）



バイオテクノロジーセミナー 1BT17

Tewis Bouwmeester, PhD 
Head DMP Basel, Novartis Institutes for 
Biomedical Research (NIBR), Basel, Switzerland

谷口 英樹 先生  
横浜市立大学大学院医学研究科 臓器再生医学 教授 / 
先端医科学研究センター 研究開発部門長

Discovering Novel Therapeutics 
for Liver Diseases

iPS細胞を用いたヒト肝臓創出技術の開発

2016年11月30日（水） 11:55-12:45
第17会場 パシフィコ横浜 会議センター ５階 502

金子 章道 先生  
公益財団法人 ノバルティス科学振興財団 理事長
畿央大学大学院 健康科学研究科長・教授
慶應義塾大学 名誉教授

座 長

演 者

演 者

肝臓の人為的再構成に向けた
開発戦略

1. Cell Stem Cell 16: 556-565, 2015
2. Nature Protocols 9:396-409, 2014
3. Nature 499:481-484, 2013
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	 1BT17	 公益財団法人	ノバルティス科学振興財団/ノバルティス	ファーマ㈱
11 月 30 日（水）11：55 ～ 12：45 ／ 第 17 会場（パシフィコ横浜 会議センター 5F 502）



第 39 回日本分子生物学会年会

タカラバイオ ランチョンセミナー

演題： ICELL8 Single-Cell System を用いたシングルセル解析と

TCR レパトア解析の組み合わせ

演者：  辻本 善政 （タカラバイオ株式会社 バイオメディカルセンター）

日時| 11 月 30 日（水）11:55 - 12:45

会場| 第 18 会場（パシフィコ横浜 会議棟 5F 503）

シングルセル解析は、がん、幹細胞、免疫学、神経学、創薬、生殖医学など

様々な分野でその利用が始まっており、次世代シーケンサーと組み合わせた解

析機器、試薬などの普及が急速に進んでいます。Wafergen 社が提供するシン

グルセル解析装置である ICELL8TM Single-Cell System（以下、ICELL8TM）も

そのひとつです。一方、タカラバイオでは SMARTer®技術によるシングルセル

RNA シーケンスを始め、同技術を用いて、T 細胞の表面にある受容体（T-cell 

receptor、以下「TCR」）の多様性（TCR レパトア）を解析するための試薬開発も

進めてきました。

本セミナーでは、ICELL8TM を用いたシングルセル RNA シーケンスの解析例

に加え、TCR レパトア解析とシングルセル解析を組み合わせた解析結果などを

中心にタカラバイオが販売する次世代シーケンサー試薬をご紹介します。
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第 39 回日本分子生物学会年会

タカラバイオ ランチョンセミナー

演題： ICELL8 Single-Cell System を用いたシングルセル解析と

TCR レパトア解析の組み合わせ

演者：  辻本 善政 （タカラバイオ株式会社 バイオメディカルセンター）

日時| 11 月 30 日（水）11:55 - 12:45

会場| 第 18 会場（パシフィコ横浜 会議棟 5F 503）

シングルセル解析は、がん、幹細胞、免疫学、神経学、創薬、生殖医学など

様々な分野でその利用が始まっており、次世代シーケンサーと組み合わせた解

析機器、試薬などの普及が急速に進んでいます。Wafergen 社が提供するシン

グルセル解析装置である ICELL8TM Single-Cell System（以下、ICELL8TM）も

そのひとつです。一方、タカラバイオでは SMARTer®技術によるシングルセル

RNA シーケンスを始め、同技術を用いて、T 細胞の表面にある受容体（T-cell 

receptor、以下「TCR」）の多様性（TCR レパトア）を解析するための試薬開発も

進めてきました。

本セミナーでは、ICELL8TM を用いたシングルセル RNA シーケンスの解析例

に加え、TCR レパトア解析とシングルセル解析を組み合わせた解析結果などを

中心にタカラバイオが販売する次世代シーケンサー試薬をご紹介します。

 

 

 第 39 回日本分子生物学会年会 バイオテクノロジーセミナー

米国研究製薬工業協会（PhRMA）

 

 

 

～あなたの研究が世界を変える～ 

基礎と臨床の架け橋 トランスレーショナルリサーチの未来 

 
「ヤング・サイエンティスト・シンポジウム」は米国研究製薬工業協会（PhRMA）が実施する、

基礎研究に携わる日本人若手研究者を対象とした人材育成支援プログラム『ヤング・サイ

エンティスト・プログラム』の一環として実施するものです。このほかに、国内の若手研究者

を米国に短期間派遣し、米国における保健医療政策、医薬品研究、規制慣行、トランスレ

ーショナルリサーチ（TR）の最新情報を学ぶ「マンスフィールド‐PhRMA 研究者プログラム」

の実施等、日本における TR の活性化をサポートしております。

 

 

 

 

「マンスフィールド‐PhRMA 研究者プログラム」参加者である勝野先生に、“TR と

はそもそもどういうものか” や、“医学系以外の研究者が如何ようにして TR に参

画するか”など体験談に基づく TRに関する解説や、研究者プログラム参加後の意

識の変化と、現在の TR に関する取り組みについて発表して頂きます。

【米国研究製薬工業協会（PhRMA）】
米国で事業を行なっている主要な研究開発志向型製薬企業とバイオテクノロジ―企業を代表する団体

です。加盟企業は新薬の発見・開発を通じて、患者さんがより長く、より健全で活動的に暮らせるよう、

先頭に立って新しい治療法を探求しています。

【ヤング・サイエンティスト・シンポジウム事務局】
E-mail:yss2016@jc-inc.co.jp
WEB: http://www.phrma-jp.org/
Facebook: http://www.facebook.com/phrmajapanoffice/

第 4 回ヤング・サイエンティスト・シンポジウム 
 

日時：12 月 1 日（木）11:55～12:45
会場：第 4 会場 （パシフィコ横浜 会議センター302）
演題：「トランスレーショナルリサーチ入門：研究が実用になるまで」

勝野 雅央先生（名古屋大学大学院医学系研究科神経内科 教授）
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	 2BT4	 米国研究製薬工業協会（PhRMA）
12 月 1 日（木）11：55 ～ 12：45 ／ 第 4 会場（パシフィコ横浜 会議センター 3F 302）
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	 2BT5	 コスモ・バイオ㈱
12 月 1 日（木）11：55 ～ 12：45 ／ 第 5 会場（パシフィコ横浜 会議センター 3F 303）
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	 2BT9	 カールツァイスマイクロスコピー㈱
12 月 1 日（木）11：55 ～ 12：45 ／ 第 9 会場（パシフィコ横浜 会議センター 3F 315）



プログラム No. ： 2BT16
発表日 ： 12月 1日（木） 11：55～ 12：45
会場 ： 第 16会場（パシフィコ横浜 会議棟 5F　501）

全ての生物は発達に応じた細胞内エネルギー代謝を必要とします。細胞が休止期から増殖期に変化する際に
増殖に合わせて代謝経路がリプログラミングされます。また、がんなどの疾患では代謝経路の変化が制御不
能な増殖などを引き起こす一因となります。主要な代謝経路により生じる代謝産物は、転写調節、エピジェ
ネティクスおよび細胞内シグナル伝達とともに細胞の代謝状態にリンクしたシグナル分子として有用です。こ
れら代謝産物や代謝酵素を分析するためのアッセイは標準または疾患状態下に細胞内で要求される代謝を
理解するための強力なツールです。

本セミナーでは重要な細胞内代謝物（例：グルコース、乳酸、グルタミン、グルタミン酸および NAD(P)/

NAD(P)H）を高感度に検出する発光アッセイ法をご紹介するとともに細胞の増殖、分化のモニタリング、初代
培養脂肪細胞でのインシュリン感受性の評価ならびにがん細胞における解糖系とグルタミノリシスの研究で
の実験例を示します。さらに、代謝産物検出のワークフローへのリアルタイム細胞生存性測定の導入や内部
標準により補正されたデータを得るためや同じサンプルセットからより多くの情報を引き出すための異なる
アッセイ法とのマルチプレックスアッセイの利点についてもお話いたします。

NanoLuc®は、従来のホタルルシフェラーゼ（60KDa）と比較し、19kDa と小さく、また 100倍以上明るい深
海エビ由来のルシフェラーゼです。これまでのルシフェラーゼを用いた Genetic reporter assay に広く利用され
てきました。また、NanoLuc®を利用した細胞内分子間相互作用定量システムとして NanoBRET™を開発、さ
らに NanoLuc®の C末 11a.a. ペプチドの改変ペプチド SmBiTおよび　残る 17.6KDa タンパク LgBiTからなる 

NanoBiT™ タンパク質断片相補アッセイ（PCA）を開発、昨年発表いたしました。

一方、SmBiTの配列を検討することにより、LgBiTに高い親和性をもつ HiBiT を見出しました。これを利用して、 
HiBiTを利用した新規 PCA を開発しました。これまでの PCAは各サブユニットが近接結合することにより本
来のタンパク機能を回復するものでしたが、HiBiT-LgBiT複合体は高親和性を持つために、あらたな利用法が
期待できます。本セミナーでは、HiBiTを用いた新規 PCAをそのユニークなアプリケーションと合わせてご紹
介いたします。

講演
1

講演
2

発光アッセイテクノロジーによる
細胞内代謝産物の高感度測定
および新規 PCA テクノロジー
司会：工藤 勤 （プロメガ株式会社 テクニカルサービス部 部長）

細胞内エネルギー代謝の高感度モニタリングを可能にする新しいアプローチ
演者：Jolanta Vidugiriene (Sr Research Scientist, Promega Corporation)

新規 タンパク質断片相補アッセイ HiBiT™ テクノロジー
演者：工藤 勤 （プロメガ株式会社 テクニカルサービス部）

発 光

Ref) ACS Chem. Biol. 2016, 11, 400 - 408

テクニカルサービス：Tel. 03-3669-7980   Fax. 03-3669-7982　E-Mail：prometec@jp.promega.com

Tel. 03-3669-7981  Fax. 03-3669-7982プロメガ株式会社
Web サイト www.promega.co.jp
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	 2BT16	 プロメガ㈱
12 月 1 日（木）11：55 ～ 12：45 ／ 第 16 会場（パシフィコ横浜 会議センター 5F 501）



プログラム No. ： 2BT16
発表日 ： 12月 1日（木） 11：55～ 12：45
会場 ： 第 16会場（パシフィコ横浜 会議棟 5F　501）

全ての生物は発達に応じた細胞内エネルギー代謝を必要とします。細胞が休止期から増殖期に変化する際に
増殖に合わせて代謝経路がリプログラミングされます。また、がんなどの疾患では代謝経路の変化が制御不
能な増殖などを引き起こす一因となります。主要な代謝経路により生じる代謝産物は、転写調節、エピジェ
ネティクスおよび細胞内シグナル伝達とともに細胞の代謝状態にリンクしたシグナル分子として有用です。こ
れら代謝産物や代謝酵素を分析するためのアッセイは標準または疾患状態下に細胞内で要求される代謝を
理解するための強力なツールです。

本セミナーでは重要な細胞内代謝物（例：グルコース、乳酸、グルタミン、グルタミン酸および NAD(P)/

NAD(P)H）を高感度に検出する発光アッセイ法をご紹介するとともに細胞の増殖、分化のモニタリング、初代
培養脂肪細胞でのインシュリン感受性の評価ならびにがん細胞における解糖系とグルタミノリシスの研究で
の実験例を示します。さらに、代謝産物検出のワークフローへのリアルタイム細胞生存性測定の導入や内部
標準により補正されたデータを得るためや同じサンプルセットからより多くの情報を引き出すための異なる
アッセイ法とのマルチプレックスアッセイの利点についてもお話いたします。

NanoLuc®は、従来のホタルルシフェラーゼ（60KDa）と比較し、19kDa と小さく、また 100倍以上明るい深
海エビ由来のルシフェラーゼです。これまでのルシフェラーゼを用いた Genetic reporter assay に広く利用され
てきました。また、NanoLuc®を利用した細胞内分子間相互作用定量システムとして NanoBRET™を開発、さ
らに NanoLuc®の C末 11a.a. ペプチドの改変ペプチド SmBiTおよび　残る 17.6KDa タンパク LgBiTからなる 

NanoBiT™ タンパク質断片相補アッセイ（PCA）を開発、昨年発表いたしました。

一方、SmBiTの配列を検討することにより、LgBiTに高い親和性をもつ HiBiT を見出しました。これを利用して、 
HiBiTを利用した新規 PCA を開発しました。これまでの PCAは各サブユニットが近接結合することにより本
来のタンパク機能を回復するものでしたが、HiBiT-LgBiT複合体は高親和性を持つために、あらたな利用法が
期待できます。本セミナーでは、HiBiTを用いた新規 PCAをそのユニークなアプリケーションと合わせてご紹
介いたします。

講演
1

講演
2

発光アッセイテクノロジーによる
細胞内代謝産物の高感度測定
および新規 PCA テクノロジー
司会：工藤 勤 （プロメガ株式会社 テクニカルサービス部 部長）

細胞内エネルギー代謝の高感度モニタリングを可能にする新しいアプローチ
演者：Jolanta Vidugiriene (Sr Research Scientist, Promega Corporation)

新規 タンパク質断片相補アッセイ HiBiT™ テクノロジー
演者：工藤 勤 （プロメガ株式会社 テクニカルサービス部）

発 光

Ref) ACS Chem. Biol. 2016, 11, 400 - 408

テクニカルサービス：Tel. 03-3669-7980   Fax. 03-3669-7982　E-Mail：prometec@jp.promega.com

Tel. 03-3669-7981  Fax. 03-3669-7982プロメガ株式会社
Web サイト www.promega.co.jp

ターゲット濃縮手法の新展開： 
ロングリードとシングルセル解析
東京大学

鈴木 穣 先生
依然として高価な次世代シークエンスの対費用効果を高めるためにハイブリキャプチャー
は強力なツールである。本講演では、演者がアジレント社と共同して開発している２つの
ターゲット濃縮手法について概観する。第一には、シングルセル解析において個々の
細胞において depthが不足しがちな低発現量遺伝子のタグ数の確保を目指したもの、
第二には、10X Genomics社が販売する GemCodeシステムにおいて、ハプロタイピングに
最も効率的な領域を重点的にシークエンス解析するものである。多様化する次世代
シークエンス解析における新たなターゲット濃縮技術について議論したい。

最新ゲノミクス研究ツール 
～ NGSソリューションからゲノム編集まで
アジレント・テクノロジー株式会社

吉崎 史子

第 39回日本分子生物学会年会共催

アジレント・テクノロジー
バイオテクノロジーセミナー
日 時 12月 1日（木）   11：55～ 12：45
場 所 第 17会場（パシフィコ横浜 会議棟 5F　502）

プログラム No. 2BT17 

アジレント・テクノロジー株式会社
本社 /〒 192-8510  東京都八王子市高倉町 9-1
●カストマコンタクトセンタ　  0120-477-111
mail：email_ japan@agilent.com
http://AgilentGenomics.jp

発表・展示する製品は全て研究用です。その他の用途にはご利用いただくことはできません。
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	 2BT17	 アジレント・テクノロジー㈱
12 月 1 日（木）11：55 ～ 12：45 ／ 第 17 会場（パシフィコ横浜 会議センター 5F 502）



バイオテクノロジーセミナー

404 第 39 回日本分子生物学会年会

	 2BT18	 バイオ・ラッド	ラボラトリーズ㈱
12 月 1 日（木）11：55 ～ 12：45 ／ 第 18 会場（パシフィコ横浜 会議センター 5F 503）
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	 3BT3	 シグマ	アルドリッチ	ジャパン（同）
12 月 2 日（金）11：55 ～ 12：45 ／ 第 3 会場（パシフィコ横浜 会議センター 3F 301）



Theme ”Tube-strip technology: Introducing a new generation of

digital PCR”

Speaker: Guo Jing (Dr) JNMedsys Field Application Scientist

Abstract : Here we introduce the Clarity™ system, a new 

generation of digital PCR utilizing chip-in-a-tube technology. 

Developed by JN Medsys in Singapore, the ClarityTM digital 

PCR system offers a new paradigm in the absolute quantitation 

of target nucleic acids with high sensitivity and precision. The 

innovative tube-strip design significantly reduces preparation 

time and simplifies workflow, making digital PCR faster, easier 

and more affordable. It is now possible to do more with less –

run more reactions in shorter time with less effort. The ClarityTM

system opens up new opportunities for the non-invasive 

detection of mutations in cancer, and provides a superior 

genomic tool for precision medicine in future.

 

第３９回日本分子生物学会年会  

バイオテクノロジーセミナー 

株式会社エル・エム・エス 
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	 3BT4	 イルミナ㈱
12 月 2 日（金）11：55 ～ 12：45 ／ 第 4 会場（パシフィコ横浜 会議センター 3F 302）



Theme ”Tube-strip technology: Introducing a new generation of

digital PCR”

Speaker: Guo Jing (Dr) JNMedsys Field Application Scientist

Abstract : Here we introduce the Clarity™ system, a new 

generation of digital PCR utilizing chip-in-a-tube technology. 

Developed by JN Medsys in Singapore, the ClarityTM digital 

PCR system offers a new paradigm in the absolute quantitation 

of target nucleic acids with high sensitivity and precision. The 

innovative tube-strip design significantly reduces preparation 

time and simplifies workflow, making digital PCR faster, easier 

and more affordable. It is now possible to do more with less –

run more reactions in shorter time with less effort. The ClarityTM

system opens up new opportunities for the non-invasive 

detection of mutations in cancer, and provides a superior 

genomic tool for precision medicine in future.
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